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司会者（菊地修吾；愛媛県） 

ここからは，「宇和海沿岸地域のトップリーダーと事前復興を考える」というテーマで討論を行います。

進行は愛媛大学防災情報研究センターの矢田部龍一特命教授が努めます。それでは矢田部先生よろしくお

願いします。 

 

コーディネーター（矢田部龍一） 

ご紹介いただいた矢田部です。討論の司会進行を行いますので宜しくお願いします。 

みなさま寒い中お集まりいただきありがとうございます。今，地元の話題といえば県議会議員選挙であ

ろうと思いますが，世間の話題はイチローなんですね。昨日のニュースは全部イチローでした。さすがの

イチローさんでも 45 歳になるとヒット 1 本打てなくなるんですね。彼はものすごく努力家で，引退宣言し

た次の日もトレーニングをしています。こんな人いないだろうと思います。これだけの人があの引退試合

でヒット 1 本を打てなくなる。日本は高度成長期，世界の王さんではありませんがいくらでもホームラン

を打てた。だけど 1,000 兆円の借金を抱えて高齢化がものすごく進んでいる。そういう中で，この日本は

ヒット 1 本打つのが大変になっている。我々がイチローのように努力しても難しい。イチローはヒット打

てなくなりましたが，次の大谷選手であれば何本でも打てる。だから世代を繋いでいかなければならない。

そういった議論が出ていました。そこでこの事前復興デザイン，羽藤先生がぜひここでやろうとスタート

しているんですが，南予の非常に小さな取り組みではありますが，これを大ホームランにしないといけな

いんです。イチローがヒットを打てないように日本がヒットを打てないのに，東日本地震，南海トラフ地

震がきたらこの国は終わっちゃいます。だから朝から参加していただいたみなさん，代表者でぜひやるぞ

という，なにかわかんないけどやらなければいけないということを意識してもらいたい。それ以上に誰よ

りも，そして誰よりも決意しないといけないのは市長であり町長なんですね。絶対に地域を潰してはいけ

ない。一人も亡くしてはいけない。それがトップの責任です。 

昨年愛媛県南予少し傷みました。少しという表現はよくないと思いますし地元からすれば大変な傷みで

す。7 月豪雨災害に立ち向かった，そこを代表してまずは宇和島市 岡原市長，お願いします。 

 

宇和島市長（岡原文彰） 

7 月 7 日当日の早朝の写真でございます（スライド 1）。時間が経過しているものもございますが，決し

て脳裏から消し去ることなどできない。また，忘れてはいけない日となりました。 

最も被害の大きかった吉田地区において，時間雨量が 100m に迫ろうかという中，1 本の電話があり，

担当する消防団でございまして，それは「どうやらお一人お亡くなりになったようだ」というものでござ

いました。私は様々な事案に対応しようとするんですが，思わず絶句しているところ，その声の主が続け
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て「もうあと 10 名ほど連絡がつかない」というこ

とを聞かされた時には頭が真っ白になる，とか愕然

とする，といった表現がまさにこのことをいうんだ

ろうなと感じた次第でございました。このように大

きな被害がもたらされたわけでございます。 

そしてこれは浄水場の写真でございます（スライ

ド2）。先ほどの消防団からの連絡に引き続いて，

数時間程経過した頃でしょうか。また1本の電話が

鳴りまして，その内容は，浄水場が土石流に見舞わ

れたとのことでございました。そして職員が取り残

されているとのことでしたのでよくよく聞いてい

るとその職員は，水道企業団職員としてのつき合い

はもちろんのこと，元々が同級生ということもあ

り，私からすぐに彼の携帯電話に電話して状況を確

認しましたところ，ちょっと危ないかもしれないと

命の危機であると言われましたのでとにかく命を

守ること，そして落ち着いたときに無理なくチャン

スがあれば建物内外の写真を撮って送って欲しい

旨を伝えました。のちに彼からLINEで1枚また1枚

と写真が送られてきまして合計30枚くらいありま

した。この写真が今回豪雨災害における中で断水し

てしまったそのあとの対応に大きな効果を発揮し

ていったものでございました。この写真をすぐに

国・県に送信いたしまして被害を報告し，そしても

う明日には断水が確定することでしたので訴えを

するきっかけとなりました。 

そしてこれは，みなさまも当時の報道でよく見ら

れたと思いますが，斜面が崩落しまして，向かって

左側が多くの人命を失った現場でございます（スラ

イド3）。吉田の玉津地区でございます。そして右

側につきましては柑橘類を生産していく中で必要

不可欠なみかんモノレールが大きく被災している

状況でございます。レールの流失は，総延長にして

35kmに及んだ次第でございます。 

これは地元の愛媛大学に斜面崩壊の調査をして

いただいたものでございますが，大洲市，西予市，

当市の3市におきまして3,410箇所の斜面崩壊が確

認されております（スライド4）。そのうち農場は

およそ2,270箇所といわれておりますが，やはりこ

の土砂災害によりまして産業も水もそして命も失

われたところでございます。 

そしてこれは総括しました表でございますけれ

ども，これらは昨年末時点でまとめた数字ですが，

13名もの尊い命が失われ，多くのインフラへの被

害に繋がりました（スライド5）。つい先日国の災

害査定が終わったところでございます。ただ災害査

スライド 1 

スライド 2 

スライド 3 

スライド 4 
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定を受けているところですので現場は大型土嚢

が積まれている状況でございます。まさにこれ

から目に見えてハードの整備が進められるとこ

ろでございます。 

復興に向けた取り組みといたしましては多く

の分野がございますが，その中で象徴的なもの

は向かって右側中断にあります，柑橘に対する

「宇和島市柑橘農業緊急支援チーム」を設置し

て復旧に取り組んでいます（スライド6）。 

そしてこれは予算執行等に関するものでござ

います（スライド7）。「宇和島市災害復興本部」

というものを8月20日に設置いたしまして以来

現地支援班でさまざまな支援を現場で行ってい

ます。 

これは災害復興本部の組織図でございます

が，西予市さんの説明でもございましたとおり

各課で対応しようとするとどうしても縦割りに

なってしまうのでこういった組織で対応してお

ります（スライド8）。そして課題に対しまして

は国・県・大学等様々な外部の専門機関の人材

を受け入れましてご意見を伺いながら対応して

おります。そして今回の災害を受けまして愛媛

県が地域防災計画を見直しているところですの

でそれを受けて我々も，「できたこと」「でき

なかったこと」を整理して今回の災害を教訓に，

具体的な防災対策マニュアルの策定を予定して

いるところでございます。 

我々の報告は以上でございます。 

 

コーディネーター 

ありがとうございました。 

続きまして，西予市 管家市長，お願いします。 

 

スライド 7 スライド 8 

スライド 5 

スライド 6 
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西予市長（管家一夫） 

西予市の災害 7 月 7 日線状降水帯の中で一番上に当時の時間雨量が出ておりますが，これを見ますと 7

日の未明から断続的に雨が降っていることがわかろうかと思います（スライド 9）。1 時間の最大雨量が市

内の施設の中で 1 番多かったのが 91mm で 6 時から 7 時の間でございます。その状況の中で関連死を含め

て 6 名の尊い命を失うという結果になりました。被害総額は西予市全体で約 100 億円を受けたわけであり

ますけれど，この復旧・復興に対する費用といいますのはその 1.5 倍から 2 倍の額が必要と想定しており

ます。 

次に市内の各地区の状況でございますが西

予市は海抜 0m から 1,400m の中に 514k ㎡あ

り愛媛県で 2 番目に広い面積を有しておりま

す。5 つの町が合併しましたので，それぞれの

町に災害対策本部を設置しました。 

今出ているのは明浜地域ですが，ここでは

国道 378 号の落石によりまして田之浜という

地区が孤立しましたし，みかん山が崩れた俵

津という地区がありました（スライド 10）。 

三瓶での地域では比較的雨量は少なかった

んですけれども，ここも国道 378 号が崩落い

たしまして南地区が孤立をしました（スライ

ド 11）。一番心配しましたのは透析患者を中心

とする病院への通院でございました。船を借

り上げることで通院の足を確保したり物資の

運搬を行いました。 

次に内陸部に入りまして宇和という地域で

すが現在でも 2 か所について避難指示を出し

ております（スライド 12）。これは山の中腹が

崩壊した土砂災害によるもので明間（あかん

ま）と岩木という地区でございます。この宇和

地域でも多くの被害が出ております。 

次に城川という地域でございますが，ここ

も山肌が崩壊し道路や河川，農地等土砂災害

を受け様々な爪痕を残しました（スライド

13）。 

 

スライド 9 

スライド 10 

スライド 11 スライド 12 
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続きまして野村地域です（スライド 14）。ここが一番ひどかったんですが先ほど松村先生から紹介を頂

きましたので見ていただけましたらお分かりになると思いますが，肱川が氾濫し町の中心部が浸水しまし

た。この地域で 5 名の方がお亡くなりになった状況でございます。この災害の中で野村地域には野村ダム

がございまして，このダムは災害の治水に関しまして大変効果を発揮していたんですが今回は限界を超え

たことにより河川が氾濫し街中が浸水してしまいました。今後様々なダムの機能や河川の拡張について検

討していかなければならないとこの災害で感じております。 

市内では多くのところで孤立した地区がありましたので，その対策として道路ではトンネル等の整備や

河川では拡幅といった整備をしていかなければなりません。 

次の資料は先ほど松村先生に説明頂きましたキャッチフレーズには市内の小中学生が 626 の作品の応募

がございましてこの作品が選ばれました（スライド 15）。 

続きまして，5 つの町それぞれに計画を作成し 31 年度を始めとして 6 年間ですべての力を注ぎオール西

予で復興に向けて進んでいこうと考えております（スライド 16）。 

次に南海トラフ地震に備えても今回の災害が大きな教訓となりました。最初に言いましたけれども 5 つ

の災害対策本部も停電等で連絡が取れなくなったことや，情報を本部へ集約できなかったことなどがあり

ましたのでこういった対策も今後改めて体制を強化・整備していくものであります。 

以上でございます。 

 

コーディネーター 

ありがとうございました。 

続きまして，八幡浜市 大城市長，お願いします。 

スライド 13 スライド 14 

スライド 15 スライド 16 
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八幡浜市長（大城一郎） 

私からは，豪雨災害時の避難対応について話題提供したいと思います。 

八幡浜市の被害状況は，現時点で全壊家屋 11 棟を

はじめとした住家被害が 376 棟発生しております（ス

ライド 17）。土木・農業・漁業関係被害は約 34 億円と

なっています（スライド 18）。 

市内の中心部の航空写真ですが，赤い印が土砂災害，

そして青い印は水害が発生した場所を表しております

（スライド 19）。北と南の中心部では，河川等による

水害が発生しておりまして，周辺部では土砂災害が発

生していることが分かると思います。 

水害状況の一部を紹介します（スライド 20）。大雨

により河川の水位が上昇し，氾濫等が発生，また，流

域の一部の山林斜面崩壊によりまして，橋げたに流木

が詰まり，水が溢れ出すといった被害が発生しました。 

次に，土砂災害ですが，主要道路の封鎖や住家への

被害が発生，孤立地区が発生するといったことはあり

ませんでしたが，指定避難所へ向かえないといった影

響が出ました（スライド 21）。 

八幡浜市の河川は流域面積が小さいため，延長が短

く，川幅も狭い中小河川のため，大雨の時には急激に

スライド 17 

スライド 18 

スライド 19 スライド 20 

スライド 21 スライド 22 
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水位が上昇し，短時間で多くの市街地が浸水する可

能性があります（スライド 22）。また，八幡浜市は海

に面しておりまして大潮，小潮，満潮，干潮にも大き

く左右されるところであります。山間部の山腹や山

麗は 15 度以上の急傾斜面が多いため，台風や豪雨に

よる大雨の影響を受けやすく，これまでにも何度も

小規模な土砂災害を経験してきたところです。当市

の河川周辺や山間部では，まとまった雨により急に

状況が変化し，短時間で危険度が高まる地形となっ

ていますので，今後は予測を含めた避難情報を発令

する必要性を感じているところでございます。 

次に当市が作成している「洪水と土砂のハザード

マップ」でございます（スライド 23）。今回の災害の

ほとんどは，このハザードマップに危険な区域とし

て色づけられているイエローゾーン，レッドゾーン

といった地区で発生しています。 

当市では，昭和 18 年以来 75 年ぶりとなる大きな

災害となりました（スライド 24）。7 月 7 日の未明か

ら強い雨となり，朝 4 時 46 分に市内全域にサイレン

とともに避難勧告を発令しました。指定避難所に避

難した住民は約 554 人，これは人口の約 1.6％にあた

ります。災害の発生した地区の人口にもよりますが，

避難者数もそれぞれの避難所で偏りがあったように

感じられました。 

先ほど被害状況の写真を見ていただきましたが，

最悪の事態が発生していてもおかしくない規模の災

害だったように思います。これを受けまして，10 月

12 日には市役所全庁的な「平成 30 年 7 月豪雨災害

対応反省会」を開催し，また，1 月 29 日には，自主

防災会会議において検討会を実施し今回の災害の検

証をしたところであります。そして，当市で特筆すべ

きことは，人的被害が発生しなかった，これにつきる

ところです（スライド 25）。その要因については，地

域をよく知る地元消防団や自主防災会が異常をいち

早く察知して，隣近所への声掛けや，地区全体への避

難誘導を行っていただいた結果が人的被害ゼロに繋

がったと確信しているところでございます。 

最後に，今回の災害による教訓と今後の対応につ

いてですが，災害の規模が大きくなればなるほど，公

助における初動対応，国や県，市役所の行動は遅くな

ります（スライド 26）。これまでの大災害からの教訓にもありますが，自助・共助が発災直後に大きな力を

発揮する。このことを改めて身をもって経験した，そのような災害であったと思っております。早めの避

難が命を守る，隣近所での声かけや誘導がスムーズな避難行動に繋がること。そのためには，行政が住民

に対し，適時的確な情報を分かりやすく伝達することが必要となります。 

今回の教訓を活かして，近い将来，高い確率で発生が危惧されている南海トラフ巨大地震への対策や毎

年発生する風水害等においても，自助・共助・公助の力が発揮できる環境及び速やかな避難行動がとれる

システムを構築していく，これが急務ではないかと考えています。 以上でございます。 

スライド 23 

スライド 24 

スライド 25 

スライド 26 
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コーディネーター 

ありがとうございました。 

続きまして，伊方町 高門町長，お願いします。 

 

伊方町長（高門清彦） 

こういった場を設けていただき感謝しております。伊方町からは，集落をつなぐ防災対策ということで，

話題提供をさせていただきます。 

伊方町は，原子力災害，自然災害の両面で考えていかなければならないため日頃から頭を悩ませている

ところでございます。昨年の豪雨では比較的被

害少なくて済みましたけれども地形的にも様々

な災害がいつおきてもおかしくない状況でござ

います。ご存じとは思いますが，写真は半島を東

側から西側へ向かって撮影したものですが，「岬

13里」といわれる日本一細長い半島に人々が生

活しているところでございます（スライド27）。

その中でわずかな低地に55の集落が点在してお

りますが，これが防災上の非常に大きな課題と

なっております（スライド28）。 

交通については，鉄道交通がないため，中心的

な交通手段は道路交通ということになります

（スライド29）。その道路網は佐田岬半島のほぼ

頂上部を東西に伸びる国道197号線を軸に，瀬戸

内海側に県道，宇和海側に町道がありますが，半

島自体ががけ崩れの危険地帯でありますので寸

断される恐れがあり一番の懸念材料でありま

す。道路が寸断され集落が孤立した場合どうす

るか，これが検討課題であります。海からの救助

もありますが，現在力を入れておりますのがヘ

リコプターの活用が有効であると考えていると

ころです。昨年度，町内でヘリポートとしての利

用可能地の調査を行ったところです。この調査

結果を基に，これから順次ヘリポートの指定を

進めていっているところでございます。 

続きまして，津波ですが，愛媛県の地震被害想

定調査においては，東西に伸びる佐田岬の南面

に10mを超える巨大津波が，約60分から90分の

間に襲来する可能性が高いというふうにされて

おります（スライド30）。特に津波が高いと予測

される宇和海沿岸の海岸部に人口が集中してい

ることが非常に大きな課題となっております。

そこで，命を守るための対策として，高台へ避難

するための里道の舗装や高齢化が進んでいます

ので手すり設置したり，また自主防災会では年

に1回，南海トラフ地震に伴う津波を想定した避

難訓練を行い，とにかく避難場所へ逃げるんだ

ということを徹底しているところでございま

スライド 27 

スライド 28 

スライド 29 
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す。そういったところで本日のような事前復興と

いった視点から考えていただくというのは我々

にとって非常にありがたく思っているところで

あります。 

次に重要なことは，人口の問題です（スライド

31）。伊方町は，旧3町の人口は昭和35年の約3万

人をピークに，年々減少傾向がみられ，平成17年

の合併当初の国勢調査人口は12,095人，直近の平

成27年の国勢調査では人口は，9,626人となって

おります。さらに，2045年には3,845人という非

常に厳しい調査結果が出ており，これはなんとし

ても阻止しなければならないと思っています。南

海トラフ地震が明日発生した場合と30年後に発

生した場合では，迎え撃つ体制に大きな開きがあ

るということが言えます。このため，時間軸上で

南海トラフ地震への対応を準備することが，今回

の事前復興の非常に大きな留意点の一つと捉え

ております。 

最後になりましたけれど，今回のフォーラムを

通じて，他の自治体の復興への取り組みや避難対

応などを学ばせていただくとともに，伊方町の特

徴を踏まえた事前復興を考える機会にしたいと

思います。 

私からの話題提供は以上でございます。ご清

聴ありがとうございました。 

 

コーディネーター 

ありがとうございました。 

続きまして，愛南町 清水町長，お願いします。 

 

愛南町長（清水雅文） 

今日は，「生命線の確保」命をつなぐ高速道路と題して

お話しします。 

まず，昨年の7月豪雨災害の被災状況でありますが，町

民への人的被害はありませんでした（スライド32）。その

ことがなによりであったと思います。住家に限って申しま

すと，大規模半壊2件，半壊4件，床上浸水8件，床下浸水

33件でした。その他道路や農地への土砂流入等があり被

害額にしまして約10億円でありますが他の市町に比べる

と比較的少ない被害であったと思います。 

被害状況の写真です（スライド33）。このような状況で

人的被害が出なかったことに安堵した次第でございます。 

次に，私どもの町は高知県に近い南に位置しており道路

以外の交通ネットワークに乏しく，幹線道路は国道56号

線1本しかありません（スライド34）。高速道路もござい

ません。 

次に，避けられない南海トラフ地震についてでございま

スライド 30 

スライド 31 

スライド 32 

スライド 33 
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すが，愛南町の人口は現在21,441人で，震災がおきた場

合，避難者は1万人を超えるものと考えております（スラ

イド35）。1週間後には8,600人程度，1ケ月後には10,500

人程度と愛南町民の半数近くが，避難生活を強いられる

ことが予想されます。 

南海トラフ地震では県内で20市町のうち，13市町で最

大震度7が予想されていますが，愛南町もその中の一つに

数えられています（スライド36）。 

続いて最高津波水位については伊方町に次いで2番目

となっています（スライド37）。16.7mという高さになっ

ています。 

次に南海トラフ地震による人的被害の予想であります

が，愛南町は津波に対する人的被害が飛び抜けて多いこ

とがわかると思います（スライド38）。愛南町では1,249

名という数字が出ております。なにより住民の命を守る

ことと，その後の復興を考えますと，事前復興の備えが愛

南町には絶対に必要であると考えています。 

次に，下国道56号線宇和島市吉田町の法面が崩落した

現場の写真です（スライド39）。こちら（右）は，7月豪

雨時の宇和島市の国道56号線通行止めの写真です。 

国道56号を南下し，愛南町の玄関口となる須ノ川地区

の越波状況です（スライド40）。南海トラフ発生時には

ここで国道が寸断されることが予想されています。我々

が高速道路を国に要望する際は必ず持っていく写真で

す。波が道路まで達するということが年回何回も発生し

ております。 

続きましてこの写真は，国道56号線の高知県側になり

スライド 34 

スライド 35 

スライド 36 

スライド 37 

スライド 38 

スライド 39 

スライド 40 
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ます，宿毛市の7月豪雨の時の通行止めの写真ですが速

やかな復旧作業により当日のうちに通行可能となった

ところであります（スライド41）。 

続きまして，南海トラフ地震や豪雨などの災害に備

えまして，信頼性の高いネットワークの確保に向けま

して，災害時の代替道路といたしましても，高速道路

の南予への延伸は私たちにとって是非ともなくてはな

らない命の道となります（スライド42）。住民の生命

を守る重要な役割を担うものであることを考えると，

高速道路の延伸は究極の事前復興と言えるのではない

かと考えております。 

現在，御荘地区におきましては，L1クラス地震に対

する防潮堤の計画もございます。県から大変ありがた

いお話を頂いているところであります。この件につき

ましては後程お話させていただきたいと思います。 

今後，住民の命を守ることを念頭に様々な施策を行

ってまいりたいと考えています。宿毛から内海間の整

備が一日でも早く事業化されることを願っています。 

以上でございます。ご清聴ありがとうございました。 

 

コーディネーター 

皆様，時間を厳守していただきまして，ありがとうございます。 

それでは残りで議論したいと思います。大きく 2 つの議題について討論を進めたいと思いますが，まず，

７月豪雨災害ですが，災害の備えとして住民の皆さんの意識や行政の体制について状況はどのようだった

でしょうか。特に被害の大きかった宇和島市長さんと西予市長さんにお願いしたいと思います。 

 

宇和島市長 

今回の災害で痛切に感じましたのが自助・共助・公助と言われていますけれども，そこにどれだけ力を

注げたのかということについて，避難者の数もそうですけれども，避難を呼びかけてもなかなかだったと

いうことでした。これから行政はいかに素早く正確に情報を伝えるかという防災上の宿題であることに合

わせて地域のみなさんの生命を守っていくべく意識を持っていただくことを痛感いたしました。 

 

西予市長 

いい例をひとつお話しますと，あるご家庭の高校生の息子さんが学校で防災の教育を受けた直後に今回

の場面となり，この音はおかしいと異変に気づき親を説得し家を離れたところに土砂が流入したというこ

とでした。やはり自助や教育が必要であり，行政ができることにも限界があることを経験いたしました。

また消防団が大変がんばっていただき避難の呼びかけ等もしてもらいました。今までの経験の中でこれく

らいの雨であれば大丈夫，これくらいの水位であれば大丈夫であろうという考えがあり，なかなか避難し

てもらえない地域もあり消防や警察の助けてもらったということもありました。また，西予市は防災行政

無線を用意しておりまして各家庭にスピーカを無償で提供しており 76％の設置率であります。残りは何ら

かの理由があるようですが 100％を目指しております。 

 

コーディネーター 

愛媛県では中予・東予の人が悪いわけではございませんが，南予はすごく人が良いと有名ですがそれで

も災害の避難勧告が出てもなかなか聞いてくれない。でもこの南予の人が言うことを聞いてくれるという

モデル地区になればと思っています。 

八幡浜市さんけっこう災害を受けた割には犠牲者がありませんでしたが宇和島市や西予市と同じように

スライド 41 

スライド 42 
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なった場合のお考えはおありでしょうか。 

 

八幡浜市長 

想像を超える被害ということで宇和島市さん西予市長さんも想像をはるかに超える被害であったと思い

ます。八幡浜市も実は所によっては想像を超える被害にあっています。その中で人的被害はありませんで

した。そこでなんですが，急には公助は働かない，自助，共助が必要であると考え早々に避難勧告を出し

ました。それから消防団の方々が 1 戸 1 戸訪問し避難誘導をしていただきました。6 時 30 分に全員が避難

できたところ 6 時 40 分に大きな土石流があって 10 分の違いで人の命が助かったというでありました。そ

の消防団員も聞くところによりますと，歴代の消防団員から“焦げ臭い匂いがすると危ない”，また“川が

濁ってくると危ない”ということを言われていたということでいち早く住民を避難させなければならない

という行動でした。 

災害から人を守るということはハード面・ソフト面が必要です。ハード面で土砂災害を防止する工事も

必要ですし西予市さんのように正確に情報を伝えるうえでは防災行政無線のデジタル化そして全戸に受信

機の設置していただくように平成 31 年度 32 年度で整備しますが，やはりソフト面，自分たちでどのよう

に逃げるのか自分たちの命をどう守るのかというのが大切だと思っています。先日女性防災会議を行いま

した。高校生から婦人会等 50 人のお集まりいただき女性ならではの目点でどう見守っていくか。やはり動

くのは女性が本当に早いです。防災にも女性の力を借りて防災・減災の意識を市全体に広めてハード・ソ

フト両面から人を守っていくということに努めてまいりたいと思っています。 

 

コーディネーター 

とってもいい教訓ありがとうございました。みんなで情報共有したいと思います。 

愛媛県の場合 300mm を超える連続雨量，そこに時間雨量 100 ㎜を超えるような雨が降ったらとんでも

ない大災害となるのは目に見えています。時間雨量 50 ㎜を超える雨だと基本的に避難させることは無理

です。そういう意味では早め早めの避難をしないといけません。 

避難ということでは森脇先生は野村ダム鹿野川ダムの検証委員会に参加されていますが，ダムの運用方

法や地域住民への周知手順等教えてもらいたいんですが，ダムの放流はどれだけ放流すればどれだけ水位

が上がるといった情報を住民に知らせてほしいんですが。よろしくお願いします。 

 

森脇教授 

ダムの運用や周知の方法等について検証委員会に参加させてもらっていますが，ダムの放流量が下流に

どの程度影響を及ぼすかについては，国や県，市，町に連絡し，そこから消防団へ指示を出したり防災無

線を通して周知し多くの方の命が助かったということで評価すべきであると思いますが，それでも逃げ遅

れた方もいらっしゃいますのでまだ改善の余地はあるのではないかと思っています。検証の場で特に感じ

たのは，国，県，市，町の連絡体制は作られているようでありましたが危機意識の共有が足りない点もあ

ったのではないかと思います。また，住民の方も行政の指示があった場合には行動することが必要ではあ

りますが自主的に情報を集めたり地域の危険個所等を認識し行動することが大事であると思います。 

 

コーディネーター 

ありがとうございました。 

今回の豪雨災害で西予市さん宇和島市さんは猛烈に復興に取り組んでおられるわけですが，言い残され

ていることやもう一度確認しておきたいことなど，ご発言ありますでしょうか。 

 

西予市長 

復興につきましては，行政と市民が一体なりオール西予で取り組んでいますが，その中に市民とともに

また，市民に寄り添うという基本的な考えを元に，できないことを探すより，なんとかできることを探す

ほうが可能性があるわけでその方法を具体化していく考えでいます。スピード感をもって市民の方に納得

してもらいながら前に進んでいく姿勢であります。 
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本日の配布資料の中に「のむらのうた」というものがあります。この中に「応援してやな」という歌詞

があります。この歌を初めて聞いたときに子供たちが大人である我々に対して「自分たちも一生懸命がん

ばるから大人もがんばろう」とエールを送ってくれたもので大好きな歌であります。こういった子供の気

持ちを市民の方が共有してくれたら素晴らしい西予市の町の復興が叶うのではないかと信じて進んでまい

ります。 

 

宇和島市長 

先ほどのスライドでもお話しましたが，一瞬にして私たちはかけがえのない人命を失い，水を失い，さ

らには柑橘をはじめとする生業を失い，希望のすべてまでもがそぎ取られるような経験をいたしました。

そこで行政になにができるのかというところで，ハード面ではコンクリートで土砂を抑える等はこれから

というところです。またソフト面につきまして，いかにニーズを捉えていくかというところで行政の力で

はどうにもならなかった部分を NPO やボランティア，民間の方々の大きな力をお借りしての復興段階で

あります。こういった災害に対してはこういった民間の方々の力がなければ乗り越えることができないと

いうことを経験いたしました。今後災害が起こった際には彼らの大きな力を発揮していただくためにも行

政との連携を構築してまいります。これからも復興への道のりは長いと認識しておりますのでしっかりタ

ッグを組んで取り組んでまいりたいと思います。 

 

コーディネーター 

ありがとうございます。日本は本当に災害の多い国ではありますが，その度に復興してまいりました。

今回の災害からの復興は事後復興，つまり事が起こってからの復興の取り組みということで，ご苦労が多

いと思います。羽藤先生は野村町の復興委員会の委員長をお務めですが，見えてきた課題とかコメントを

お願いします。 

 

羽藤教授 

日本には事前復興というものはなかったんです。事後復興しかなかった。事後復興の度に強くなってき

た。我々がやらなければならないのは事後復興の中で今までになかった力を手に入れられるかということ

です。起こった問題にどう立ち向かうか。例えば防災無線についても「聞こえなかった」とかの話ですが

次の梅雨までにどうするのか。聞こえる，聞こえないもありますが，どういう情報を伝えるか，どういう

避難方法を伝えるか，今やらなければなりません。今が一番みなさんに関心があるはずです。それをやる

と次の世代が強くもうひとつのことができるようになるんです。今回孤立集落が非常に多かった。これは

南予の特徴ですよね。ここをどうするか今検討しておくべきです。 

あとハードにどこまで頼れるのかということ。これはまだ解けていない問題だと思います。どれくらい

の雨量に対してどのように水が流れてどこまで浸かるのか。どこから避難するのか。これは河川も津波も

同じ問題です。これを単に作りますではなく，いつできるのか，今どういう状況なのか，これがわからな

ければ自助，共助ができません。ここの行政と市民の信頼関係がなければなりません。そこが残された課

題ですので，これだけ市長町長が集まってご自分の言葉でお話しされた場ですので，そこを目指していた

だきたい。 

 

コーディネーター 

ありがとうございます。 

本当に 5 市町長が集まるということはすごいことで，南海トラフ地震に対する事前復興の取り組みにつ

いて小さなモデルですが県，市，長と大学が連携するという全国にも例がないのでここで成果を出して南

海トラフ全域に展開していただきたい。日本人は事が起こってから行動することが好きですがこれでは話

にならない。南海トラフ地震はそんな生易しいものではありません。ぜひみなさんに認識していただきた

いと思います。ここからは，南海トラフ地震についての課題を討論してみたいと思います。 

宇和海沿岸地域の特性をふまえて災害直後，つまり津波から逃げる，救助を待つといった時間帯のこと

から課題を見ていきたいと思います。 
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孤立化という話がありましたが，伊方町さんその孤立化を防ぐ施策の一つとしてヘリポートについてお

話がありましたが，どのような運用になるのか詳細をお話ししていただけますでしょうか。 

 

伊方町長 

我々が一番恐れているのが集落の孤立化でございます。高齢化率 90％を超えているような地区もござい

ますのでこういった集落が孤立化した場合どう対応していくのかという大きな課題があります。そこでひ

とつの方法としましてヘリコプターでございますが，全 55 集落にヘリコプターが離着陸できる場所を確

保しよう思っています。今現在で 36 か所は整備できるのではないかという調査結果でございます。残りの

地区では電線の移設や造成が必要なところがあったり，非常に困難な場所もありますがなんとしても全地

区に設置したいと思っています。伊方町は 3 町が合併した町であります。旧 3 町にそれぞれ 2 か所は常設

のヘリポートを設置したいと考えています。また住民の懸念は，病気になったときの搬送であり，ドクタ

ーヘリを活用しるためにも整備が重要と考えています。 

 

コーディネーター 

ありがとうございます。 

伊方町は孤立化が目に見えている中でヘリポートの整備はすばらしい取り組みだと思います。 

先ほど愛南町さんからは津波防潮堤のお話があったと思いますが，高速道路の南予延伸もさることなが

ら直接命を救うということで津波防潮堤の整備も重要と思います。何か補足がありますでしょうか。 

 

愛南町長 

住民が逃げるための時間を稼ぐということで県から，約 4 キロに渡り津波防潮堤を作ろうというお話を

いただきました。そこで町の負担については約 4 分の 1 で残りは国と県で負担していただけるという大変

ありがたい内容でございました。完成までに 20 年間，総工費 100 億円が必要ですがその間に津波がない

ことが一番であり，できることをやっていくということで住民に話をしましたところぜひやってほしい，

早期に取り組んでほしいとのことでした。反対する声もありますがやらなければならないという姿勢で取

り組んでおります。 

 

コーディネーター 

ありがとうございます。 

トップという立場は決断に腹をくくらないと仕事ができないわけでいいお話しでした。 

命を守るということはハードだけでなく，迅速な避難をいかに促すかということが求められますが，そ

の中で重要なことの一つは防災教育です。松村先生ご意見をお願いします。 

 

松村教授 

防災教育，非常に重要だと思います。防災の学習方法には 2 通りあると思います。1 つは“防災を学ぶ”

という従来からされている避難訓練などです。これは極めて重要であります。したことがなければできな

いからであります。私も学生時代に阪神淡路大震災で震度 7 を経験しましたが，茫然と立ち尽くすだけで

す。なにもできませんでした。そういった意味でも防災を学ぶということは非常に重要です。 

もう 1 つは“防災を通して学ぶ”ということです。地域や社会を学ぶということが防災でもできるので

はないかと思います。これは相互依存という特徴です。相互に依存していることをまず学ぶということで

す。孤立している人，集落があるということを理解し，ではどうするのかということを学ぶことで地域や

社会または福祉を学ぶという総合的に絡めて防災を学ぶ，これを全域で行っていくという強い決意が必要

なのではないかと思います。 

 

コーディネーター 

ありがとうございます。 

続きまして，交通ネットワークの復旧等について伺います。今回の豪雨災害で宇和島市では国道 56 号が
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たくさんの土砂災害により本当に大変なことになりましたが，そのことについてはいかがでしょうか。 

 

宇和島市長 

先ほど自助，共助についてお願いを申し上げましたが，交通ネットワークにも関連します。確かに国道

56 号は土砂災害により不通となりました。生命を守っていく上で行きたくても行けなかったという現実で

した。だからこそ地域の消防団を含め自主防災の方々の力に頼りながら命を守っていくべく行政は情報を

提供したり，様々な啓発が必要だと考えております。こういったことから交通ネットワークは非常に重要

であり，先ほど愛南町長からもお話しがありましたが，高速道路の延伸の重要性を身をもって認識いたし

ました。災害の人命救助では 72 時間が勝負といわれております。我々素人ではなく自衛隊の特殊車両が通

るためにも非常に重要であります。現在部分的に対面交通でありますが国も広げようという考えになって

いるようです。これからも重要性のある道路の要望をがんばっていきたいと思っています。 

 

コーディネーター 

ありがとうございました。 

最後となりますが愛南町長ぜひお話しいただけますでしょうか。 

 

愛南町長 

高速道路のお話になりますが，現在高速道路がありません。幹線道路は国道 56 号線 1 本のみでございま

す。震災がおきますと寸断されることになると思います。そうなると救助もこない，物資もこないという

ことが予想されます。津島まではきておりますが津島から宿毛まで約 40 キロあります。まだまだ時間はか

かりそうでありますが我々の悲願であります。高速道路が先にできるか震災がきてしまうのかというとこ

ろではございますがなんとか早期に，高速道路の整備をお願いしたいと考えております。 

 

コーディネーター 

ありがとうございました。 

明治維新から 150 年です。当時は植民地化寸前の真っ暗闇でございました。それでも日本にはいろんな

人間がいまして明治維新という大革命を成し遂げました。 

南海トラフ地震がきたら大変なことになりますが，小さな取り組みではございますがこの南予で官民学

が一体となって事前復興を動かしている。まだまだ情報発信が足りない。みなさんにもっとアナウンスし

てほしいんですが，森脇教授，羽藤教授に決意表明をお願いします。 

 

森脇教授 

私に能力があるとは思っていませんが腹はくくっています。地元の大学としまして被害を限りなく少な

くしたいし地域の衰退を招かないようにできることはしないといけないと思っています。本日市町長さん

がそろっていただいている場でもございますので，この共同研究をしておいてよかったとまた無駄となら

ないようにしっかりとした成果を出して地域のみなさまの役に立てるようにしていきたいと思っておりま

す。地域のみなさまもしっかり声を出すことで行政も動いてくれますのでみなさんと一緒にこの研究を進

めていきたい。また，この共同研究の成功だけではなく実際に実行できて役に立たなければならないと思

っています。これからもみなさんのご協力よろしくお願いします。 

 

羽藤教授 

私の場合は陸前高田に津波から 1 週間後に現地へ入りまして，ブルーシートにたくさんの方が包まれて

おりましていまだに夢にでてくることがありますが，愛南町長が語られた 1,249 という数字は想定ですけ

れども，ひとりひとりに家族がいて，いろんな仕事をされていますがそういうことが現実に起こるという

ことです。例えば，この会場が市が指定した避難所であったとして，この中でも 30 人くらいしか生き残れ

ないということもあり得ます。それが災害です。残念ながら人間はそういうことを忘れてしまう。災害は

忘れたころにやってくる。いくら我々が叫ぼうが人は忘れます。午前中に大学生のみなさんがすごく日常
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に根差した提案がありました。この日常の空間をよくする。これを通じて同時に避難力を高める。それが

地域力を高めることになります。こういったことに正面から立ち向かうことが事前復興ではないかと思い

ます。イチローは“壁の話”をよくしますが，壁はチャレンジする人の前に現れるものです。我々は壁を

設定しなければならない。すごく大変なことですが無関心で済ますことは簡単です。口で災害は大変とい

うのは簡単です。でもどう行動するかということです。行動することがとても大切です。以上です。 

 

コーディネーター 

ありがとうございました。 

森脇，羽藤はとても優秀ですからみなさんご支援ください。 

市町，町長お忙しいなか本当にありがとうございました。 

また，みなさま最後までお付き合いいただきありがとうございました。 

以上で終了となります。 

 


